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１．はじめに 

2016 年 4 月 14 日 21 時 26 分（前震），その 28 時間後

の 16 日 1 時 25 分（本震），気象庁の震度階級では最も大

きい震度 7 の激震が熊本・阿蘇地方を襲った．九州では

初めての震度 7 であると同時に，現行の震度階級が制定

されて初めて 2 回続けての震度 7 が観測され，一連の地

震の回数も内陸型地震としては 1995 年の阪神淡路大震

災以降で最も多い数を記録した．この 2 回の地震では，

地震を直接の原因とした 49 名の尊い命が奪われ 1)，その

うちの 3 名は東海大学阿蘇キャンパスに学ぶ東海大学の

学生であった．本報では，この 2 回の地震，特に 2 回目

の本震以降一連の地震によって生じた東海大学阿蘇キャ

ンパス周辺と学内の地盤と建物の被害について報告する． 
 
２．東海大学九州キャンパスについて 

東海大学には，熊本県内に経済学部と基盤工学部の２

学部からなる熊本キャンパスと，農学部の阿蘇キャンパ

ス２つがあり（図-12）），熊本には 1300 人，阿蘇には 1000

人の学生がそれぞれ在籍している．甚大な被害を受けた

阿蘇キャンパスは，「阿蘇くじゅう国立公園」内，阿蘇カ

ルデラの西端で，カルデラ内に降った雨を運ぶ白川と黒

川が合流する立野河口瀬東の標高 420m から 530m に位

置している．校地面積は 73.38ha で，応用植物科学科・

応用動物科学科・バイオサイエンス学科の３学科からな

る農学部のフランチャイズである 3)．図-2 のキャンパス

マップに示すように，牧場や農場，動物舎，果樹園，農

産加工場，講義棟（1 号館），研究棟（3 号館）そして最

先端のバイオテクノロジーセンター（2 号館）を併設し

た全国でも珍しい「牧場・農場併設型キャンパス」であ

る．この特徴から，阿蘇キャンパスには県内はもとより

県外からの学生が多く在籍し，県外者の割合は約 78％を

占める． 
 

３．熊本地震による周辺と阿蘇キャンパスの被害について 

図-1 には，前震の 4 月 14 日から 4 月 22 日までに発生

した地震の震源（マグニチュード，深さ）が〇で，4 月

13 日以前の熊本地方の断層が赤色の実線でそれぞれ示

されている 2)．北東方向に阿蘇キャンパス南西のカルデラ壁まで伸びる赤実線は，布田川断層帯布田川区間

の断層である．図-3 は阿蘇キャンパス周辺，立野，河陽，黒川地区の Google map に加筆したもので，阿蘇

大橋西側斜面の大規模崩壊や阿蘇大橋上・下流渓谷壁の崩壊などがはっきりと確認できる．大学専用通路入 

 

 

図-1 九州キャンパスと熊本地震の震源図 

     （産総研地質調査総合センター2）に加筆） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 阿蘇キャンパスマップ 3) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-3 阿蘇キャンパス周辺の航空写真 

(Google earth に加筆） 
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口の東隣から北東方向に記した破線は今回の地震で現れた亀裂で，国

土地理院はこの亀裂が地震断層であることを調査結果に基づき報告し

ている 4)． 

著者らは，本震の翌日から 6 月末までに阿蘇キャンパスの被害につ

いて断続的に調査を行った．図-4 は，キャンパスの現況図に 4 月 17

日～19 日の調査で確認された亀裂を赤線で示し，被害の写真を配した

ものである．キャンパス内には，地震により多くの亀裂が出現したが，

調査の結果，これらの一部は地震断層であることが判明した．また，

地震による断層（亀裂）は図の青枠で示す幅約 120m の断層帯を成し

て西から東方向にキャンパスを縦断するように発現し，その 1 つは 3

階建の講義棟 1号館の真下を通過した．これにより 1号館中央部の柱，

はり，床や壁は局所的に激しく破壊した．図-5 は 1 号館と 3 号館の基

礎杭杭頭の状態を確認するために，3m ほど掘削した杭の様子である．

直径 350mm の PC 杭杭頭には座屈，圧縮・引張，せん断による壊滅的

な破壊が確認された．また，8 階建ての研究棟 3 号館では，直径 1000mm

の場所打杭杭頭に幅数 mm の亀裂が 1 本から 3 本，ほぼ水平に直線的

に生じていた．震度 7 を記録した内陸型地震の破壊力を見せつける貴重な証拠と言うことができる． 
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図-4 阿蘇キャンパスに生じた亀裂（赤線）の調査結果と被害の様子 

      

図-5 基礎杭頭部の亀裂・破損 

斜面の崩壊部 
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